
た
。
そ
う
し
た
経
験
か
ら
、
彼
ら
が
残
し

て
く
れ
た
「
全
国
観
光
資
源
台
帳
」
の
お

か
げ
で
、
つ
ま
り
、＂
過
去
の
蓄
積
＂
で

仕
事
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
⋮
⋮
と
い

う
感
謝
の
気
持
ち
を
ず
っ
と
抱
い
て
き
た
。

こ
の
前
提
と
な
る「「
観
光
資
源
」の
評

価
に
関
す
る
調
査
研
究
」
は
、
一
九
六
八

年（
昭
和
四
十
三
年
）
の
﹁
観
光
資
源
調

査
の
手
法
﹂（
当
財
団
自
主
研
究
）
な
ど

を
契
機
と
し
て
、
全
国
の
観
光
資
源
の
客

観
的
、
総
合
的
評
価
の
必
要
性
が
指
摘
さ

れ
、
旧
建
設
省
道
路
局
か
ら
の
委
託
に
よ

る
一
九
七
一
年
度（
昭
和
四
十
六
年
度
）～

一
九
七
三
年
度（
昭
和
四
十
八
年
度
）の﹁
観

光
交
通
資
源
調
査
・
観
光
行
動
調
査
﹂
に

よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
評
価
結
果
が

「
全
国
観
光
資
源
台
帳
」（
当
財
団
）で
あ
る
。

あ
る
と
き
、
某
県
の
観
光
基
本
計
画

策
定
の
中
間
報
告
会
で
、
県
内
の
観
光

資
源
評
価
に
つ
い
て
説
明
し
た
と
き
、「
我

が
町
の
歴
史
あ
る
○
○
が
な
ぜ
Ｂ
級
な
の

か
、
あ
な
た
方
交
通
公
社
は
我
々
の
味
方

で
は
な
い
の
か
」
と
町
の
観
光
課
長
に
怒

鳴
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
懇
切
丁
寧
に

観
光
資
源
評
価
の
体
系
に
つ
い
て
説
明
し
、

理
解
し
て
も
ら
う
よ
う
努
め
た
が
、
残
念

な
が
ら
納
得
は
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
と

記
憶
し
て
い
る
。

そ
う
し
た
経
験
か
ら
、諸
先
輩
方
の「
観

光
資
源
評
価
」
も
必
ず
し
も
唯
一
絶
対
的

な
も
の
で
は
な
く
、
評
価
に
対
す
る
考
え

方
は
多
様
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
、

私
が
新
米
研
究
員
と
し
て
当
財
団
に

入
社
し
た
頃
、
地
域
の
仕
事
と
い
え
ば
、

ま
ず
は
「
観
光
資
源
の
分
布
図
」
を
作
る

こ
と
で
あ
っ
た
。
作
成
の
プ
ロ
セ
ス
は
今

で
言
う
ア
ナ
ロ
グ
な
作
業
で
あ
る
が
、
そ

れ
を
通
じ
て
地
域
の
観
光
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

が
理
解
で
き
た
。

例
え
ば
図
１
は
、全
国
の
観
光
資
源︹
特

Ａ
級
資
源
の
み
・
従
来
の
評
価
基
準
に
よ

る
︺
の
分
布
で
あ
る
が
、
首
都
圏
周
辺
で

は
東
京
都
心
や
日
光
周
辺
、
富
士
山
、
北

ア
ル
プ
ス
周
辺
等
の
観
光
資
源
集
積
が
高

い
と
い
う
こ
と
が
駆
け
出
し
で
も
よ
く
分

か
っ
た
。
そ
し
て
、
観
光
計
画
策
定
の
要

諦
は
、＂
当
該
地
域
の
観
光
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

の
把
握
に
あ
り
＂
と
諸
先
輩
か
ら
教
わ
っ

梅
川  

智
也 2

「
観
光
資
源
」の
評
価
と
観
光
計
画

―
―
我
々
は「
観
光
資
源
評
価
」を
ど
う
活
用
し
て
き
た
か

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
　
理
事
・
観
光
政
策
研
究
部
長

10

評
価
の
軸
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
こ
と
こ

そ
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
学
ん
だ
。

過
去
四
十
年
間
、我
々
は

観
光
資
源
評
価
を

ど
う
活
用
し
て
き
た
か

我
々
が
、
こ
れ
ま
で
観
光
資
源
の
評
価

を
、
観
光
計
画
を
は
じ
め
と
す
る
観
光

関
連
調
査
で
ど
う
活
用
し
て
き
た
の
か
は
、

当
財
団
が
直
接
間
接
に
関
与
し
た
も
の
だ

け
を
対
象
に
し
て
も
、
次
の
よ
う
な
タ
イ

プ
に
分
類
で
き
る
。

＜参考＞観光資源・観光地などのヒエラルキー

観光資源
◦日光杉並木
◦東照宮
◦華厳の滝
◦中禅寺湖 など

観光地

日光

観光地域

日光・鬼怒川
地域

観光ブロック

北関東

＜ ＜ ＜
＜例＞

観光地域

観光地

観光資源

観光ブロック

出典：財団法人日本交通公社
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11 特集◉観光資源評価研究　「美しき日本　旅の風光」
特集 2「観光資源」の評価と観光計画 ― 我々は「観光資源評価」をどう活用してきたか

東京

横浜
川崎 千葉

仙台

札幌

名古屋

大阪神戸
京都

広島

北九州福岡

琉球諸島

日本海

オホーツク海

太平洋

東シナ海

奈良市

1

14
15

2

345

6

7
89

10

1112

13

1617

18

26

27

2829

31

32
33

34

30

35

36

37

№ 特Ａ級

摩周湖
（弟子屈町）さっぽろ雪まつり（札幌市）

奥入瀬（十和田市）
白神山地のブナ原生林（深浦町他）

北山崎（田野畑村）

十和田湖（小坂町他）

尾瀬ヶ原（片品村他）

華厳の滝（日光市）

日光杉並木街道（日光市他）

東照宮（日光市）

国立歴史民俗博物館（佐倉市）

東京国立博物館（台東区）

黒部峡谷（富山市他）

穂高連峰（松本市他）

富士山（富士宮市他）

皇大神宮(伊勢神宮内宮)（伊勢市）

式年遷宮（伊勢市）

延暦寺（大津市）

19 修学院離宮庭園

22 桂離宮庭園

20

21 京都国立博物館

国立民族学博物館（吹田市）

姫路城（姫路市）

法隆寺（斑鳩町）

24東大寺

23東大寺二月堂修二会（お水取り）

25奈良国立博物館

高野山
（高野町）

隠岐諸島（隠岐の島町他）

出雲大社（出雲市）

厳島神社（廿日市市）

広島平和記念資料館（広島市）

秋芳洞・秋吉台
（美祢市）

阿蘇山と外輪山
（阿蘇市他）

屋久島／屋久杉の原始林
（屋久島町他）

西表島
（竹富町）

京都市

東京東京

横浜横浜
川崎川崎 千葉千葉

仙台

札幌札幌

名古屋名古屋

大阪大阪大阪大阪大阪神戸神戸
京都京都京都京都京都京都

広島広島

北九州北九州福岡福岡

琉球諸島

日本海

オホーツク海

太平洋

東シナ海

奈良市

1

141414
15

2

345

6

7
89

101010

11121212

1313

16161617

181818

26262626

272727

282828282929292929

313131

3232323232
33333333

3434343434

30303030

353535

36363636

373737

№№ 特Ａ級

摩周湖摩周湖
（弟子屈町）（弟子屈町）（弟子屈町）さっぽろ雪まつり（札幌市）さっぽろ雪まつり（札幌市）

奥入瀬（十和田奥入瀬（十和田市）
白神山地のブナ原生林（深浦町他）他）他）

北山崎（田野畑村）

十和田湖（小坂町他）十和田湖（小坂町他）十和田湖（小坂町他）十和田湖（小坂町他）十和田湖（小坂町他）十和田湖（小坂町他）

尾瀬ヶ原（片品村他）尾瀬ヶ原（片品村他）尾瀬ヶ原（片品村他）

華厳の滝（日光市）華厳の滝（日光市）華厳の滝（日光市）華厳の滝（日光市）華厳の滝（日光市）

日光杉並木街道（日光市他）日光杉並木街道（日光市他）日光杉並木街道（日光市他）日光杉並木街道（日光市他）日光杉並木街道（日光市他）

東照宮（日光市）

国立歴史民俗博物館（佐倉市）国立歴史民俗博物館（佐倉市）国立歴史民俗博物館（佐倉市）

東京国立博物館（台東区）

黒部峡谷（黒部峡谷（黒部峡谷（黒部峡谷（黒部峡谷（富山市富山市富山市富山市富山市他）他）他）

穂高連峰（穂高連峰（松本市松本市松本市松本市松本市松本市松本市他）他）

富士山（富士宮市他）富士山（富士宮市他）富士山（富士宮市他）

皇大神宮(伊勢神宮内宮)（伊勢市）皇大神宮(伊勢神宮内宮)（伊勢市）皇大神宮(伊勢神宮内宮)（伊勢市）皇大神宮(伊勢神宮内宮)（伊勢市）

式年遷宮（伊勢市）

延暦寺（大津市）延暦寺（大津市）延暦寺（大津市）延暦寺（大津市）延暦寺（大津市）延暦寺（大津市）延暦寺（大津市）延暦寺（大津市）延暦寺（大津市）延暦寺（大津市）延暦寺（大津市）

191919 修学院離宮庭園

2222222222 桂離宮庭園

2020202020

212121 京都国立博物館

国立民族学博物館（吹田市）

姫路城（姫路市）姫路城（姫路市）姫路城（姫路市）姫路城（姫路市）姫路城（姫路市）姫路城（姫路市）姫路城（姫路市）姫路城（姫路市）

法隆寺（斑鳩町）法隆寺（斑鳩町）法隆寺（斑鳩町）法隆寺（斑鳩町）法隆寺（斑鳩町）法隆寺（斑鳩町）法隆寺（斑鳩町）法隆寺（斑鳩町）法隆寺（斑鳩町）

2424242424東大寺

2323232323東大寺二月堂修二会（お水取り）東大寺二月堂修二会（お水取り）

252525奈良国立博物館

高野山高野山高野山
（高野町）（高野町）（高野町）

隠岐諸島（隠岐の島町他）町他）

出雲大社（出雲市）

厳島神社（廿日市市）

広島平和記念資料館（広島市）

秋芳洞・秋吉台秋芳洞・秋吉台
（美祢市美祢市））

阿蘇山と外輪山阿蘇山と外輪山阿蘇山と外輪山阿蘇山と外輪山阿蘇山と外輪山
（阿蘇（阿蘇（阿蘇市市他）

屋久島／屋久杉の原始林
（屋久島町他）

西表島
（竹富町）（竹富町）

京都市

図1 全国の観光資源の分布（特A級資源）＜旧評価基準による＞

1.「観光資源」の定義
○「観光資源」・・・「観光地の魅力を構成する要素の一つ」

定義・・・『「見る」観光の対象となりうる風景や文化的景観であり、現代
の金や技術では簡単につくることのできない固有性、独自性を持つもの
であり、代替性がきかないもの』

○（参考）全国観光資源調査による「観光資源」の定義
－「利用者がそれを見ることにより、美しさ、珍しさ、偉大さ、深遠さ等を
感じ、『自己発見』へといざなうもの。つまり日常生活とは異なった空間
へ行き、『自らを知る』手がかりを与えるもの。」

2.「観光資源」の要素
①美しさ、②珍しさ、③大きさ（長さ、高さ）、④古さ、⑤静けさ、⑥地方色
　→６尺度評価

3.「観光資源」の分類
①自然資源－山岳、高原、原野、湿原、湖沼、渓谷、滝、河川、海岸、岬、島

嶼、岩石・洞窟、動物、植物、自然現象の15分類
②人文資源－史跡、社寺、城趾・城郭、庭園・公園、歴史景観、地域景観、

年中行事、歴史的建造物、現代建造物、博物館・美術館の10分類
4.「観光資源」の評価と基準

●特A級－わが国を代表する資源で、世界にも誇示しうるもの。わが国の
イメージ構成の基調となりうるもの

例：富士山、摩周湖、法隆寺、姫路城、祇園祭りなど
●A級－特Ａ級に準じ、その誘致力は全国的なもの、わが国の人は一生の

うち一度は見る価値のあるもの
例：乗鞍岳、琵琶湖、清水寺、松本城、阿波踊りなど

●B級－地方スケールの誘致力を持ち、地方のイメージ構成の基調となる
もの

例：筑波山、浜名湖、柴又帝釈天、津和野城跡、長崎ペーロンなど

これまでの「観光資源の分類と評価」

出典：財団法人日本交通公社
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（
１
）
国
土
開
発
・
国
土
計
画
か
ら

観
光
開
発
計
画
へ
の
活
用

観
光
資
源
の
評
価
に
取
り
組
み
始
め

た
時
代
は
、
一
九
六
〇
年
代
前
半
か
ら
の

高
度
経
済
成
長
を
ベ
ー
ス
と
し
た
国
土
開

発
・
国
土
計
画
、
特
に
観
光
開
発
計
画
で

の
活
用
を
想
定
し
て
行
わ
れ
、
全
国
の
高

速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
交
通
計
画
に

も
活
用
さ
れ
た
。
当
時
の
地
域
解
析
の
代

表
的
な
手
法
と
し
て
「
メ
ッ
シ
ュ
・
ア
ナ

リ
シ
ス
」（
注
１
）
が
導
入
さ
れ
、
観
光
資
源

の
分
布
が
デ
ー
タ
と
し
て
客
観
的
に
可
視

化
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

当
時
の
代
表
的
な
調
査
研
究
と
し
て

は
以
下
が
挙
げ
ら
れ
る（
図
２
）。

・﹁
山
形
県
総
合
観
光
基
本
計
画
﹂

（
一
九
七
四
、
山
形
県
・
日
本
交
通
公
社
）

・﹁
メ
ッ
シ
ュ
・
ア
ナ
リ
シ
ス
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

適
地
の
検
索
﹂（
一
九
七
六
、当
財
団
職
員
助
成

研
究
）

・﹁
観
光
開
発
計
画
の
手
法
︱
観
光
立
地
条
件

調
査
﹂（
一
九
七
八
、
当
財
団
自
主
研
究
）

（
２
）﹁
観
光
地
﹂
評
価
へ
の
活
用

「（
国
土
の
）
正
し
い
保
護
・
開
発
の
促

進
の
た
め
に
は
観
光
資
源
・
観
光
地
の
評

価
が
必
要
で
あ
る
⋮
⋮
」
と
い
う
鈴
木
忠

義
東
京
工
業
大
学
名
誉
教
授
（
当
財
団

評
議
員
）
の
指
導
に
よ
り
、
観
光
資
源
の

評
価
と
同
時
に
「
観
光
地
」
の
評
価
に
も

取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
た
。
観
光
資
源
は

＂
観
光
地
の
魅
力
を
構
成
す
る
要
素
の
一

つ
＂で
あ
る
が
、観
光
地
を
評
価
す
る「
軸
」

は
多
彩
で
あ
り
、
時
代
を
超
え
て
取
り
組

ま
れ
て
い
る
。

一
九
七
〇
年
前
後
「
新
全
総
の
時
代
」

は
、
観
光
地
と
し
て
の
開
発
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
（
魅
力
）
の
マ
ク
ロ
的
把
握
の
研
究
が

行
わ
れ
た
時
代
で
あ
り
、
代
表
的
な
調
査

研
究
と
し
て
は
、

・﹁
観
光
地
の
評
価
手
法
﹂

（
一
九
七
〇
〜
七
二
、（
財
）日
本
交
通
公
社
）

が
挙
げ
ら
れ
る
。
観
光
資
源
評
価
の

六
尺
度
を
さ
ら
に
細
分
化
し
て
三
十
六
尺

度
と
し
、
六
十
五
観
光
地
に
対
し
て
、
主

軸
法
、
セ
ン
ト
ロ
イ
ド
法
、
バ
リ
マ
ッ
ク

ス
法
な
ど
の
手
法
を
用
い
て
、
評
価
尺

度
の
因
子
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、

一
九
八
〇
年
代
中
頃
ま
で
の
「
三
全
総
の

時
代
」
に
は
、
石
油
危
機
以
降
全
国
的
に

開
発
意
欲
が
低
減
し
た
時
代
で
あ
り
、「
地

方
の
時
代
」
と
言
わ
れ
た
も
の
の
、
ほ
と

ん
ど
こ
う
し
た
研
究
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

一
九
八
〇
年
代
後
半
以
降
、「
四
全
総
」

以
降
に
な
る
と
、
観
光
交
通
分
野
で
の
研

究
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
目
的
地
選
択
、

周
遊
行
動
分
析
の
一
環
と
し
て
観
光
地
魅

力
の
定
量
化
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
代
表
的

な
調
査
研
究
が
以
下
で
あ
る
。

・﹁
新
時
代
の
国
内
観
光
﹂︱
観
光
地
の
魅
力
度

評
価
の
試
み（
一
九
九
八
、（
財
）
運
輸
政
策
研

究
機
構
）

本
研
究
は
、
当
財
団
が
協
力
し
、
観

光
地
の
魅
力
度
評
価
を
次
の
よ
う
に
体

系
化
し
た
う
え
で
、
具
体
的
な
観
光
地
の

評
価
を
行
っ
て
い
る
。

①
賦
存
資
源（
観
光
資
源
）⋮
資
源
性

／
多
様
性
／
集
積
度

②
活
動
メ
ニ
ュ
ー
⋮
メ
ニ
ュ
ー
の
豊
富

さ
／
独
自
性
・
地
域
性

③
宿
泊
施
設
⋮
サ
ー
ビ
ス
水
準
／
多

様
性
／
話
題
性

④
空
間
快
適
性
⋮
ア
メ
ニ
テ
ィ
／
雰

囲
気

12

「観光資源」
の評価

（１） 国土開発・国土計画から観光開発計画への活用

（２）「観光地」評価への活用

（３） マクロな観光需要推計への活用

（４） 観光レクリエーション適地選定への活用

（５） 広域観光計画・広域観光ルート設定での活用

（６） 評価手法の海外での応用

（７） 観光資源の総合的な現状把握への活用

（８） 被災した観光資源の現況調査への活用

（９） 観光資源そのものの魅力向上への活用

（10） 新しい観光資源の発掘・評価への活用

（11） 持続可能な観光地づくりへの活用

（12） 消費者の旅行需要喚起への活用

「観光資源評価」の主な活用タイプ
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図2 『山形県総合観光基本計画』における観光資源評価の活用事例

●自然資源を中心とした広域観光ルート

●観光資源分布

●人文資源を中心とした広域観光ルート

出典：『山形県総合観光基本計画』山形県・財団法人日本交通公社　1974年3月

（注）メッシュ・アナリシスによって地域の
観光ポテンシャルを可視化している。
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こ
の
研
究
の
さ
ら
な
る
進
化
を
目
指
し

た
の
が
、

・﹁
観
光
地
づ
く
り
に
向
け
た
魅
力
度
評
価
手
法

に
関
す
る
研
究
﹂（
二
〇
〇
〇
、（
財
）運
輸
政
策

研
究
機
構
）

で
あ
り
、
当
財
団
が
（
財
）
運
輸
政
策

研
究
機
構
か
ら
の
委
託
に
よ
っ
て
研
究
が

行
わ
れ
た
。

（
３
）
マ
ク
ロ
な
観
光
需
要
推
計

へ
の
活
用

観
光
資
源
評
価
を
地
域
単
位
で
数
量

化
し
、
観
光
需
要
の
予
測
に
活
用
す
る
と

い
う
調
査
研
究
も
一
九
七
〇
年
代
頃
盛
ん

に
行
わ
れ
た
。
そ
の
代
表
例
が
以
下
で
あ

り
、
当
財
団
が
作
業
を
受
託
し
て
い
る
。

・﹁
観
光
の
需
要
予
測
﹂

（
一
九
七
六
〜
七
八
、（
社
）日
本
観
光
協
会
）

手
法
に
つ
い
て
は
、
数
量
化
理
論
Ⅰ
類
、

Ⅱ
類
、
シ
ス
テ
ム
・
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
な
ど

が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
観
光
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
発
生
量
の
推
計
、
県
際
Ｏ
Ｄ
（
注
２
）

推
計
、
県
内
地
域
別
入
込
量
な
ど
の
他
、

観
光
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
策
の
効
果
測

定
モ
デ
ル
な
ど
も
構
築
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
説
明
変
数
と
し
て
、
数
値
化
さ
れ
た
観

光
資
源
の
評
価
が
活
用
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）
観
光
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
適
地

選
定
へ
の
活
用

観
光
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
開
発
の
適
地

選
定
に
も
、
観
光
資
源
評
価
が
活
用
さ

れ
た
。
な
か
で
も
林
野
庁
に
よ
る
国
有
林

野
の
「
総
合
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・

エ
リ
ア
整
備
事
業
」
に
お
い
て
は
、
観
光

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
土
地
利
用
（
計
画
）

の
考
え
方
と
し
て
、「
観
光
資
源
の
集
積

性
」
に
よ
っ
て
開
発
の
方
向
性
を
定
め
て

い
る
。
具
体
的
に
は
観
光
資
源
が
集
積
す

る
観
光
拠
点
を
避
け
て
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
適
地
を
選
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
観
光

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
交
通
（
計
画
）
で
は
、

広
域
観
光
周
遊
ル
ー
ト
設
定
に
観
光
資

源
分
布
を
活
用
し
て
い
る
。

草
津
、
知
床
、
伊
豆
、
栗
駒
、
ニ
セ
コ

積
丹
な
ど
多
く
の
エ
リ
ア
で
、
当
財
団
は

基
礎
調
査
を
受
託
し
た
が
、
代
表
的
な

も
の
と
し
て
は
、
以
下
が
挙
げ
ら
れ
る
。

・﹁
支
笏
・
定
山
渓
地
域
総
合
森
林
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
・
エ
リ
ア
整
備
事
業
基
礎
調
査
﹂

（
一
九
七
八
、
林
野
庁
札
幌
営
林
局
）

（
５
）
広
域
観
光
計
画
・
広
域
観
光

ル
ー
ト
設
定
で
の
活
用

一
九
七
〇
年
代
半
ば
か
ら
、
当
財
団
で

は
複
数
県
、
複
数
市
町
村
に
ま
た
が
る
広

域
観
光
計
画
の
策
定
業
務
を
多
数
受
託

し
た
。
そ
の
策
定
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
、「
観

光
資
源
の
分
布
と
集
積
」
を
基
礎
調
査

と
し
て
実
施
し
、
そ
の
状
況
を
踏
ま
え
て

広
域
観
光
ル
ー
ト
の
設
定
を
行
っ
て
い
る
。

特
に
本
四
架
橋
の
開
通
に
伴
う
中
四
国

地
方
や
高
速
交
通
体
系
の
整
備
が
進
ん

だ
東
北
地
方
、
九
州
地
方
で
広
域
観
光
ル

ー
ト
設
定
に
関
す
る
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。

提
案
内
容
の
中
に
は
、
団
体
客
に
対

応
す
る
「
広
域
周
遊
」
ル
ー
ト
、
個
人
客

に
対
応
す
る
「
滞
在
＋
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ

ン
」
ル
ー
ト
な
ど
、
当
時
、
台
頭
す
る
個

人
客
に
対
す
る
工
夫
も
見
ら
れ
た
。

・﹁
東
北
観
光
の
問
題
点
と
誘
客
の
た
め
の
方

策
﹂（
一
九
八
五
、（
財
）東
北
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
）

・﹁
二
十
一
世
紀
駿
河
路
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
業

務
﹂（
一
九
九
六
〜
九
七
、（
財
）静
岡
総
合
研
究

機
構
）

・﹁
三
大
架
橋
に
係
わ
る
広
域
観
光
ル
ー
ト
策
定

調
査
﹂（
一
九
九
五
〜
九
六
、（
株
）日
本
交
通

事
業
社
）

（
６
）
評
価
手
法
の
海
外
で
の
応
用

観
光
資
源
評
価
の
手
法
を
海
外
に
応

用
し
た
の
が
以
下
の
研
究
で
あ
り
、
当
時
、

増
加
が
予
想
さ
れ
る
中
国
へ
の
日
本
人
観

光
客
へ
の
対
応
を
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。

・﹁
中
国
の
観
光
資
源
評
価
の
試
み
﹂

（
一
九
八
二
、
当
財
団
職
員
助
成
研
究
）

さ
ら
に
、
現
在
の
（
独
）
国
際
協
力
機

構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
に
よ
る
海
外
で
の
国
際

協
力
事
業
に
参
画
し
、
途
上
国
に
お
け
る

総
合
開
発
計
画
の
中
の
観
光
開
発
分
野

を
担
当
し
た
が
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
、

日
本
の
観
光
資
源
評
価
の
手
法
が
応
用

さ
れ
、
計
画
策
定
の
基
礎
資
料
と
な
っ
た
。

・﹁
中
国
海
南
島
総
合
開
発
計
画
調
査
﹂

（
一
九
八
七
、（
財
）国
際
開
発
セ
ン
タ
ー
）

（
７
）
観
光
資
源
の
総
合
的
な

現
況
把
握
へ
の
活
用

観
光
資
源
自
体
だ
け
で
は
な
く
、ア
ク

セ
ス
や
管
理
・
運
営
の
状
況
な
ど
周
辺
を

含
め
た
総
合
的
な
現
況
把
握
を
実
施
す
る

と
い
う
、過
去
に
は
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た

詳
細
な
実
態
調
査
が
行
わ
れ
た
。
し
か
も

八
年
後
に
も
同
様
に
実
施
さ
れ
、
そ
の
間

の
整
備
状
況
や
管
理
運
営
状
況
を
比
較

検
討
す
る
と
い
う
業
務
を
受
託
し
て
い
る
。

・﹁
青
森
県
観
光
総
合
評
価
調
査
」

（
一
九
八
九
、
青
森
県
）

・﹁
第
二
次
青
森
県
観
光
総
合
評
価
調
査
」

（
一
九
九
七
、
青
森
県
）
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・﹁
彩
の
国
観
光
振
興
行
動
計
画
策
定
調
査
﹂

（
一
九
九
七
、
埼
玉
県
）

（
８
）
被
災
し
た
観
光
資
源
の

現
況
調
査
へ
の
活
用

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
大
津
波
な
ど

に
よ
っ
て
被
災
し
た
陸
中
海
岸
地
域
の
観

光
資
源
の
状
況
把
握
を
目
的
に
行
わ
れ

た
の
が
以
下
の
調
査
で
あ
る
。

震
災
発
生
か
ら
約
二
カ
月
後
に
当
財

団
研
究
員
を
派
遣
し
、
観
光
資
源
評
価

を
踏
ま
え
た
目
視
に
よ
る
現
況
調
査
を
実

施
し
た
。
二
〇
一
一
年
（
平
成
二
十
三
年
）

六
月
に
は
報
告
書
と
し
て
取
り
ま
と
め
、

当
財
団
の
「
旅
の
図
書
館
」
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
情
報
公
開
し
た
。

・﹁
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
後
の
陸
中
海
岸
地

域
に
お
け
る
観
光
資
源
の
状
況
把
握
調
査
﹂

（
二
〇
一
一
、
当
財
団
自
主
研
究
）

（
９
）
観
光
資
源
そ
の
も
の
の

魅
力
向
上
へ
の
活
用

市
町
村
レ
ベ
ル
の
観
光
計
画
に
お
い
て

は
、
観
光
資
源
を
よ
り
魅
力
あ
る
も
の
に

し
て
い
く
た
め
の
計
画
が
多
数
提
案
さ
れ

て
い
る
が
、
ハ
ー
ド
を
含
め
て
実
現
化
さ

せ
た
例
は
多
く
な
い
。

次
の
業
務
は
、
Ａ
級
観
光
資
源
に
付
随

す
る
駐
車
場
の
ア
プ
ロ
ー
チ
道
路
を
本
来

あ
る
べ
き
姿
に
移
設
す
る
と
と
も
に
、
資

源
の
見
せ
方
も
ピ
ス
ト
ン
型
か
ら
周
遊
型

へ
と
改
良
し
て
滞
在
時
間
の
延
長
を
図
る

目
的
で
計
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
実
際

に
は
駐
車
場
の
移
設
と
ア
プ
ロ
ー
チ
道
路

の
変
更
の
み
が
実
現
し
た
が
、
整
備
の
た

め
の
補
助
事
業
（
電
力
移
出
県
等
交
付

金
）の
選
定
か
ら
導
入
を
含
め
て
当
財
団

が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
例
で
あ
る（
図
３
）。

・﹁
大
内
・
中
山
地
区
整
備
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
﹂

（
一
九
九
六
、
福
島
県
下
郷
町
）

（
10
）
新
し
い
観
光
資
源
の

発
掘
・
評
価
へ
の
活
用

全
国
一
律
の
基
準
に
基
づ
い
た
観
光
資

源
評
価
だ
け
で
な
く
、
そ
の
地
域
な
ら
で

は
の
優
れ
た
資
源
を
持
つ
地
域
は
少
な
く

な
い
。
そ
う
し
た
地
域
資
源
に
光
を
当
て
、

独
自
の
資
源
と
し
て
発
掘
・
活
用
し
た
事

例
が
以
下
の
調
査
で
あ
る
。

人
文
資
源
の「
歴
史
的
建
造
物
」か「
近

代
的
建
造
物
」
の
ど
ち
ら
か
の
範
疇
に

入
る
「
橋
」
で
あ
る
が
、
四
万
十
川
流
域

に
お
い
て
は
地
域
独
自
の
「
沈ち

ん

下か

橋ば
し

」
を

新
し
い
観
光
資
源
と
し
て
位
置
づ
け
た
り
、

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
地
方
部
を
想
定
し
た

観
光
資
源
評
価
で
あ
る
が
、
東
京
都
に
お

い
て
は
、
大
都
市
の
観
光
資
源
評
価
を
改

め
て
見
直
し
、「
都
市
観
光
資
源
」
と
し

て
新
し
い
評
価
軸
を
構
築
し
た
り
、
半
島

地
域
と
い
う
特
殊
な
地
域
の
観
光
資
源

の
あ
り
方
を
検
討
し
た
以
下
の
よ
う
な
業

務
も
受
託
し
て
い
る
。

・﹁
四
万
十
川
流
域
振
興
計
画
﹂（
一
九
八
六
〜
八
七
、

（
財
）
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
）

・﹁
東
京
都
新
観
光
資
源
調
査
﹂（
一
九
九
七
、東
京
都
）

・﹁
半
島
地
域
の
観
光
資
源
及
び
活
用
状
況
等

に
関
す
る
調
査
﹂（
二
〇
一
〇
、
国
土
交
通
省
）

（
11
）
持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く
り

へ
の
活
用

持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
に
は
、
各
地
域
で
の
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
観
光
客
の
受
入
と
多
様
な
利
用

体
験
機
会
の
創
出
が
重
要
と
な
る
。
沖
縄

県
で
は
、
県
全
体
の
観
光
利
用
や
観
光
資

源
の
状
況
な
ど
を
統
一
的
に
把
握
し
た
上

で
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
観
光
拠
点
の
あ

り
方
と
観
光
地
受
入
容
量
の
定
量
化
手

法
の
研
究
を
当
財
団
に
委
託
し
て
実
施
し

て
お
り
、
観
光
拠
点
台
帳
の
作
成
に
観
光

資
源
評
価
の
考
え
方
を
導
入
し
て
い
る
。

・﹁
持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く
り
支
援
事
業
（
調

査
研
究
）﹂（
二
〇
〇
八
〜
〇
九
、沖
縄
県
）

（
12
）
消
費
者
の
旅
行
需
要
喚
起

へ
の
活
用

円
高
に
よ
る
海
外
旅
行
の
隆
盛
や
バ
ブ

ル
経
済
の
崩
壊
な
ど
に
よ
っ
て
「
国
内
観

光
の
空
洞
化
」
が
叫
ば
れ
た
一
九
九
〇
年

代
、
国
内
旅
行
の
需
要
喚
起
を
目
的
と
し

図3 A級資源の魅力向上を目的とした「観光計画」策定の例

現在（当財団の提案によって実現）

本陣

大内宿

重
要
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区

移設

観光客の動線のイメージ

過去

本陣

大内宿

重
要
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区

＜ピストン型＞

将来計画（当財団の提案）

本陣

大内宿

重
要
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区

移設

＜周遊型＞

体験
施設

農地

そば打ち体験

散策路

会津西街道

＊滞在時間の延長
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て
、「
観
光
資
源
評
価
」
を
活
用
し
た
写

真
集
が
製
作
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
十
五
年
を
経
て
、
海
外
か
ら

の
旅
行
客
が
一
千
万
人
を
超
え
、二
〇
二
〇

年
（
平
成
三
十
二
年
）の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
決
定
し
た
時
期
に

当
財
団
五
〇
周
年
記
念
事
業
と
し
て
出
版

さ
れ
た
の
が
今
回
の
写
真
集
で
あ
る
。

・﹃
美
し
き
日
本
～
い
ち
ど
は
訪
れ
た
い
日
本

の
観
光
資
源
﹄（
一
九
九
九
、
当
財
団
）

・﹃
美
し
き
日
本 

旅
の
風
光
﹄（
二
〇
一
四
、

（
株
）Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
、
当
財
団
監
修
）

「
観
光
資
源
」評
価
を

巡
る
い
く
つ
か
の
論
点

「
観
光
資
源
の
評
価
」
を
巡
る
論
点
は

い
く
つ
か
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
次
の
三
点

に
つ
い
て
言
及
す
る
。

①﹁﹁
見
る
﹂対
象
と
し
て
の
観
光
資
源
﹂

か
ら
の
脱
却

②﹁
空
間（
開
発
）の
た
め
の
評
価
﹂と

﹁
時
間（
利
用
）の
た
め
の
評
価
﹂の

バ
ラ
ン
ス

③﹁
資
源
﹂単
体
の
評
価
か
ら

﹁
面
﹂﹁
管
理
運
営
﹂等
も
含
め
た

評
価
の
可
能
性

（
１
）﹁﹁
見
る
﹂
対
象
と
し
て
の

観
光
資
源
﹂
か
ら
の
脱
却

︱
﹁
感
動
﹂
の
変
化

旅
行
の
楽
し
み
は
、
未
知
の
も
の
を
見

る
こ
と
、体
験
す
る
こ
と
に
よ
る
「
感
動
」

で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
観
光
資
源
評
価

は
、「
見
て
感
動
す
る
、
見
て
学
ぶ
」
資
源
、

す
な
わ
ち
「
見
る
」
こ
と
に
比
重
が
置
か

れ
て
き
た
。

い
つ
の
時
代
も
「
見
る
」
こ
と
を
基
本

と
し
た
周
遊
観
光
の
楽
し
さ
は
普
遍
的
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
近
年
、
特
に
感
じ

る
の
は
テ
レ
ビ
や
映
画
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
映
像
の
世
界
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
可

視
化
に
よ
っ
て
、「
実
際
に
（
リ
ア
ル
に
）

見
て
感
動
す
る
」
こ
と
が
相
対
的
に
低
下

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。

国
内
は
も
と
よ
り
、
世
界
各
地
の
映
像
が

毎
日
の
よ
う
に
映
し
出
さ
れ
て
は
、
未
知

の
も
の
は
限
り
な
く
少
な
く
な
る
。

「
感
動
」
は
図
４
に
示
す
よ
う
に
、
五

感-

視
覚
、
聴
覚
、
味
覚
、
嗅
覚
、
触
覚

-

で
感
じ
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
う
ち
、
視

覚
と
聴
覚
は
テ
レ
ビ
や
オ
ー
デ
ィ
オ
機
器
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
の
発
達
に
よ
り
、

そ
れ
で
人
が
感
動

す
る
こ
と
は
難
し

く
な
っ
て
き
て
い
る
。

む
し
ろ
現
地
に

行
か
な
い
と
体
感

で
き
な
い
も
の-

味
覚
、
嗅
覚
、
触

覚-

こ
れ
ら
が
新

し
い
感
動
を
生
む

の
で
は
な
い
か
。
つ

ま
り
「
リ
ア
リ
テ

ィ
の
あ
る
実
体
験
」

で
あ
る
。

テ
レ
ビ
や
雑
誌
で
紹
介
さ
れ
た
地
域
の

食
べ
物
や
体
験
・
経
験
な
ど
を
味
覚
、
嗅

覚
、
触
覚
で
確
認
し
て
、
期
待
通
り
、
あ

る
い
は
期
待
を
上
回
っ
た
こ
と
に
感
動
す

る
、
つ
ま
り
＂
バ
ー
チ
ャ
ル
な
世
界
と
リ

ア
ル
な
現
実
と
を
再
認
識
し
、
確
認
す
る

こ
と
こ
そ
が
「
感
動
」＂
な
の
か
も
知
れ

な
い
。

（
２
）﹁
空
間（
開
発
）の
た
め
の
評
価
﹂
と

﹁
時
間（
利
用
）の
た
め
の
評
価
﹂
の

バ
ラ
ン
ス
︱
二
つ
の
評
価
軸

観
光
資
源
、
そ
し
て
観
光
資
源
評
価

は
、
二
つ
の
側
面
か
ら
見
る
こ
と
が
で

き
る
。
す
な
わ
ち
「
空
間
」
と
「
時
間
」

で
あ
り
、
人
々
を
感
動
さ
せ
る
「
空
間
」、

感
動
さ
せ
る
「
時
間
」
で
あ
る
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
観
光
資
源
の
評
価

に
は
、

・﹁
開
発
﹂（
国
土
）の
た
め
の
評
価
軸

・﹁
利
用
﹂（
旅
行
）の
た
め
の
評
価
軸

が
あ
り
、
観
光
資
源
の
評
価
に
関
す

る
研
究
が
始
ま
っ
た
一
九
六
〇
年
代
か
ら

こ
う
し
た
論
点
は
あ
っ
た
も
の
と
推
察
で

き
る
。

前
者
は
、「
誘
致
圏
、
誘
致
力
」（
ど

こ
か
ら
人
を
呼
べ
る
か
）
が
重
要
で
あ
り
、

図4 五感と「感動」の変化

場に浸ることによってのみ体験できる
ローカル化

映像と音声の
グローバル化

旅の楽しみ
「感動」

五感

リアリティ

バーチャル

場に浸ることによってのみ体験できる

味覚

視覚 聴覚

場に浸ることによってのみ体験できる場に浸ることによってのみ体験できる

嗅覚

場に浸ることによってのみ体験できる場に浸ることによってのみ体験できる

触覚
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17 特集◉観光資源評価研究　「美しき日本　旅の風光」
特集 2「観光資源」の評価と観光計画 ― 我々は「観光資源評価」をどう活用してきたか

「（
観
光
資
源
の
）
空
間
的
な
分
布
」
が
国

土
開
発
・
国
土
計
画
に
と
っ
て
重
要
で
あ

る
。
一
方
、
後
者
で
重
要
な
の
は
「
訪
問

価
値
」（
訪
れ
る
価
値
が
あ
る
か
）で
あ
り
、

「（
観
光
資
源
に
ま
つ
わ
る
）
物
語
」
が
旅

行
の
価
値
を
決
定
づ
け
る
。

図
５
は
、
観
光
資
源
・
観
光
資
源
評

価
が
持
つ
二
つ
の
視
点
・
側
面
に
つ
い
て

整
理
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
一
九
六
〇
年

代
は
明
ら
か
に
前
者
で
あ
り
、
現
代
は
後

者
と
言
い
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
実
際

に
は
両
者
の
バ
ラ
ン
ス
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ど
ち

ら
の
視
点
も
重
要
で
あ
り
、
時
代
に
応
じ

て
重
視
さ
れ
る
視
点
が
異
な
る
と
い
う
こ

と
で
あ
ろ
う
。

（
３
）﹁
資
源
﹂
単
体
の
評
価
か
ら

﹁
面
的
な
管
理
運
営
﹂
等
も

含
め
た
評
価
の
可
能
性

我
々
の
観
光
資
源
評
価
は
、
観
光
的

な
視
点
に
よ
り
観
光
資
源
評
価
委
員
会

が
合
議
に
よ
っ
て
評
価
し
た
、い
わ
ば
「
絶

対
評
価
」
で
あ
る
。

ム
ー
デ
ィ
ー
ズ
や
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
ア

ン
ド
・
プ
ア
ー
ズ
、
フ
ィ
ッ
チ
な
ど
の
格

付
け
機
関
、
あ
る
い
は
百
年
以
上
の
歴
史

を
持
つ
ミ
シ
ュ
ラ
ン
の
レ
ス
ト
ラ
ン
評
価
・

観
光
地
評
価
な
ど
と
同
じ
で
あ
る
。
無
論
、

我
々
に
瑕か

し疵
が
あ
れ
ば
、
見
直
し
も
あ
り

得
る
し
、
さ
ら
な
る
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

も
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

一
方
で
、「
観
光
資
源
を
ど
う
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
す
る
か
」、「
観
光
資
源
の
保
護
や

活
用
」
と
い
っ
た
視
点
か
ら
す
る
と
、「
ど

う
す
れ
ば
、
評
価
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
」
と
い
う
発
想
が
地
域
や
管
理
主

体
な
ど
か
ら
出
て
く
る
の
も
必
然
で
あ
ろ

う
。
資
源
単
体
で
は
な
く
、
周
辺
も
含

め
た
面
的
な
環
境
や
管
理
運
営
の
状
態
な

ど
も
含
め
て
の
評
価
で
あ
れ
ば
、
世
界
遺

産
の
よ
う
に
改
善
努
力
を
組
み
込
む
よ

う
な
仕
組
み
も
取
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
な
が
ら
、
我
々
の
評
価
は
、
地
域
か
ら

の
申
請
方
式
で
は
な
く
、
い
わ
ば
全
国
を

対
象
と
し
た
悉し

っ
か
い皆
調
査
方
式
で
あ
る
こ
と

か
ら
す
れ
ば
、
四
十
年
以
上
の
知
見
の
蓄

積
を
踏
ま
え
た
手
法
で
あ
り
、
妥
当
な

評
価
方
式
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

観
光
資
源
と
こ
れ
か
ら
の

「
観
光
計
画
」

＂
資
源
は
一
流
だ
け
れ
ど
、
観
光
地
と

し
て
は
二
流
で
あ
る
＂、＂
資
源
に
あ
ぐ
ら

を
か
い
て
、
活
用
の
た
め
の
努
力
を
し
て

い
な
い
＂
な
ど
と
言
わ
れ
る
資
源
も
あ
る
。

こ
の
背
景
に
は
、
観
光
資
源
単
体
で
は
素

晴
ら
し
く
と
も
、
資
源
に
至
る
ア
ク
セ
ス

や
資
源
周
辺
の
環
境
、
管
理
運
営
な
ど
に

魅
力
が
欠
け
る
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
を
怠

っ
て
い
る
場
合
が
多
い
こ
と
に
よ
る
。
そ

れ
は
、
地
域
全
体
と
し
て
の
「
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
必
要
性
」
を
、「
管
理
運
営
主
体
」

が
理
解
し
、
実
行
し
て
い
な
い
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

観
光
資
源
を
含
め
た
地
域
全
体
と
し

て
保
存
と
活
用
に
関
す
る
基
本
的
な
理

念･

方
針
（
ビ
ジ
ョ
ン
）
を
打
ち
出
し
、

持
続
可
能
な
戦
略
と
戦
術
（
施
策
）
を
、

管
理
運
営
主
体
（
行
政
を
含
む
地
域
コ

図5「観光資源」・「観光資源評価」が有する2つの視点・側面

観光資源評価の
目的

観光資源評価の
視点

観光資源の
捉え方

求められる
時代背景

重視される
視点

必要とされる
計画

「観光地」を構成する
魅力要素（空間）の一つ

「開発」（国土開発）の
ための評価

空間軸

地域振興
地域活性化

観光立国

供給側
マクロな視点
地域の側から

＜誘致力、誘致圏＞
世界から、全国から

「開発」の時代
ディベロップメント

（観光資源の）
分布

「旅行」を構成する
魅力要素（時間）の一つ

観光（地）計画

「利用」（旅行促進）の
ための評価

時間軸

豊かな旅、旅行
人生を楽しく

国民福祉

需要側
ミクロな視点
人間の側から

＜訪問価値＞
一生に一度は･･･

「管理運営」の時代
マネジメント

（観光資源にまつわる）
物語

生涯旅行計画
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ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
と
の
関
係
性
を
踏
ま
え
て
、

提
示
す
る
の
が
こ
れ
か
ら
の「
観
光
計
画
」

で
あ
る
。
な
お
、観
光
資
源
を
生
か
す「
観

光
計
画
」
の
役
割
は
、
図
６
に
示
す
通
り
、

多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

（
１
）
地
域
と
し
て
の
魅
力
づ
く
り

の
必
要
性

「
観
光
資
源
」
自
体
の
保
護
・
保
存
や

維
持
管
理
は
、
将
来
の
世
代
に
引
き
継

い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
課

題
で
あ
り
、「
地
域
と
し
て
の
魅
力
づ
く

り
」
が
近
年
ま
す
ま
す
そ
の
意
義
が
問
わ

れ
て
い
る
。
資
源
単
体
の
魅
力
に
よ
る
誘

客
力
に
は
限
界
が
あ
り
、
地
域
総
体
と
し

て
、
あ
る
い
は
あ
る
一
定
の
空
間
的
広
が

り
と
し
て
の
魅
力
が
大
切
に
な
っ
て
く
る
。

つ
ま
り
観
光
地
と
し
て
の
総
合
的
な
魅
力

向
上
を
目
的
と
し
た
「
観
光
計
画
」
が
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

（
２
）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
密
接
な

関
係
の
構
築

「
観
光
資
源
」
の
適
切
な
保
護
と
利
用

に
向
け
て
、
観
光
資
源
に
対
す
る
地
元
住

民
の
理
解
や
誇
り
の
醸
成
が
不
可
欠
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
は
、
行
政
や
観
光
関
連

組
織
、
住
民
を
含
め
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
と
の
密
接
な
関
係
の
構
築
が
肝
要
と
な

っ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、「
観
光
客
が
訪
れ
て
み

た
い
「
ま
ち
」
は
、
地
域
の
住
民
が
住
ん

で
み
た
い
「
ま
ち
」
で
あ
る
と
の
認
識
の

も
と
、
従
来
は
必
ず
し
も
観
光
地
と
し

て
は
捉
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
地
域
も
含

め
、
当
該
地
域
の
持
つ
自
然
、
文
化
、
歴

史
、
産
業
等
あ
ら
ゆ
る
資
源
を
最
大
限

に
活
用
し
、
住
民
や
来
訪
者
の
満
足
度
の

継
続
、
資
源
の
保
全
等
の
観
点
か
ら
持
続

的
に
発
展
で
き
る
「
観
光
ま
ち
づ
く
り
」

を
、「
観
光
産
業
中
心
」
に
偏
る
こ
と
な

く
、「
地
域
住
民
中
心
」
に
軸
足
を
置
き

な
が
ら
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
」（「
今
後

の
観
光
政
策
の
基
本
的
な
方
向
に
つ
い

て
」
二
〇
〇
〇
、
観
光
政
策
審
議
会
答
申

第
三
九
号
）
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
地
域

と
し
て
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
住
民
を
含
め

た
協
働
型
の
管
理
運
営
が
こ
れ
か
ら
ま
す

ま
す
大
切
に
な
る
。
そ
れ
ら
を
規
定
す
る

の
が
「
観
光
計
画
」
で
あ
る
。 

（
３
）
地
域
の
自
律
性
と

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

︱
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
必
要
性

「
観
光
計
画
」
を
策
定
す
る
と
き
、
地

域
と
し
て
の
理
念
、
戦
略
が
問
わ
れ
る
こ

と
と
な
る
。
無
秩
序
な
開
発
や
発
展
が
許

さ
れ
て
い
い
の
か
、
環
境
に
対
す
る
取
り

組
み
方
針
は
ど
う
か
な
ど
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
自
律
性
が
、持
続
的
な
地
域（
観

光
地
）
の
発
展
を
促
す
こ
と
と
な
る
。
具

体
的
に
は
、
環
境
容
量
（
入
込
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
＝
空
間
）
と
成
長
管
理
（
開
発
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
＝
時
間
）
の
二
つ
が
大
き

い
と
思
わ
れ
る
。

例
え
ば
、
カ
ナ
ダ
の
バ
ン
フ
国
立
公
園

（
写
真
）で
は
、
以
下
の
三
原
則
を
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
決
め
て
い
る
。

観光資源を生かす
「観光計画」の役割

図6 観光資源を生かす「観光計画」の役割

計画策定の目的 計画の内容

①「観光資源」の保護・保存

②「観光資源」の育成・復元

③「観光資源」の見せ方・体験
（演出の工夫）

④「観光資源」の活用ルール
づくり

⑤「観光資源」の地域全体での
マネジメント

観光資源の価値を損ねない
持続的に維持させるための計画

被災した観光資源を再び観光
対象化するための計画

ガイドによる案内等観光資源を
より魅力あるものにするための計画

過度な利用の集中などを避ける
ための計画

観光資源を有するコミュニティが
誇りと思い、維持管理に参画して
いくための計画
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①
人
口
は
増
や
さ
な
い

②
宿
泊
容
量
は
増
や
さ
な
い

③
開
発
エ
リ
ア
は
増
や
さ
な
い

自
ら
の
地
域
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
さ

ら
に
魅
力
を
高
め
て
い
く
「
し
た
た
か
な

戦
略
」
を
自
ら
が
宣
言
し
、
地
域
と
し
て

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
践
し
て
い
る
。

（
４
）
観
光
計
画
と
資
源
管
理
計
画

と
の
綿
密
な
連
携

「
観
光
計
画
」
は
、
残
念
な
が
ら
法
的

な
担
保
が
な
い
。
観
光
立
国
推
進
基
本
法

に
お
い
て
も
明
確
に
観
光
計
画
策
定
に
つ

い
て
は
規
定
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

適
切
な
資
源
の
保
存
管
理
計
画
と
の
連

携
が
不
可
欠
と
な
っ
て
く
る
も
の
の
、
そ

の
連
携
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
の

が
現
状
で
あ
る
。

「
自
然
資
源
」
に
つ
い
て
は
、
自
然
公

園
法
に
基
づ
く
国
立
公
園
制
度
の
中
で

「
公
園
計
画
」
が
策
定
さ
れ
て
お
り
、
公

園
ご
と
に
「
管
理
計
画
書
」
が
定
め
ら
れ

て
い
る
。
観
光
計
画
は
、「
利
用
に
関
す

る
方
針
」
を
理
解
し
つ
つ
、
利
用
者
サ
イ

ド
か
ら
の
提
言
・
提
案
が
求
め
ら
れ
る
。

「
人
文
資
源
」
に
つ
い
て
は
、文
化
財
保

護
法
に
基
づ
く
「
保
存
活
用
計
画
」、文
化

庁
に
よ
る
「
歴
史
文
化
基
本
構
想
」、都
市

計
画
法
に
基
づ
く
「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
」、
歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
（
通
称
）

に
基
づ
く「
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
」

な
ど
を
理
解
し
つ
つ
、
観
光
計
画
の
策
定

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
世
界
遺
産
地
域

に
つ
い
て
も
、「
世
界
遺
産
地
域
管
理
計

画
」
に
基
づ
く
「
適
正
な
利
用
」
を
踏
ま

え
た
観
光
計
画
の
策
定
が
求
め
ら
れ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
保
護
と
利
用
が

個
別
に
進
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
は
否
め
ず
、

そ
の
バ
ラ
ン
ス
を
踏
ま
え
た
計
画
策
定
と

地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
践
こ
そ
が
「
観

光
計
画
」
に
求
め
ら
れ
て
い
る
（
図
７
）。

当
財
団
と
し
て
は
、
観
光
資
源
の
評
価
、

そ
し
て
観
光
資
源
の
保
存
と
活
用
に
関

す
る
知
見
を
生
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
「
観

光
計
画
」
の
あ
り
方
を
始
め
と
す
る
各
種

「
観
光
研
究
」
を
進
め
て
参
り
た
い
。

（
う
め
か
わ　

と
も
や
）

（
注
１
）国
土
を一定
の
ル
ー
ル
に
従
って
隙
間
な
く
網
の
目

（
メ
ッ
シ
ュ
）の
区
域
に
分
割
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
区

域
毎
に
デ
ー
タ
を
集
め
て
数
値
化
し
、地
域
解

析
を
行
う
分
析
手
法
。近
年
で
は「
地
域
メッ
シ

ュ
統
計
」と
言
わ
れ
、総
務
省
統
計
局
を
は
じ

め
と
す
る
国
の
行
政
機
関
に
よ
っ
て「
標
準
地

域
メッ
シュ
」が
作
成
さ
れ
て
い
る
。

（
注
２
）Ｏ
︱O

rigin

（
出
発
地
）、Ｄ
︱D

estination

（
目

的
地
）

［
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図7「観光資源」をより魅力あるものとするための方策の例
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